
 

 

第 1198 回例会 2024 年 4 月 9 日 

□司  会          宮原 宏一君 

□開会点鐘              清水 一典君 

 

清水 一典君                    

おはようございます。毎年恒例の

海禅寺様にての早朝例会ですが、

飯島様にはお忙しい中お受けい

ただきましてありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。 
先日６日は桐生赤城ロータリークラブ様との

交流会にてゴルフ組と観光組とに分かれそれぞれ

楽しく過ごさせていただきました。夜は夜間例会

にて交流させていただきました。 
桐生赤城ロータリークラブ様の温かくきめ細かい

おもてなしをいただき、楽しいひと時を過ごさせ

ていただきました。 
以上、ご報告いたします。 
 

水野 泰雄君 

１. 上田商工会議所より 

・役員交替のご挨拶 

２. 上田市より 

・上田市安全会議活動報告について 

３. さくら国際高校より 

・新聞発行のお知らせ 

４. 上田東急 REI ホテルより 

・消防点検について 

５. 理事会より 

・４月理事会議事録 

                           

青木 丈典君             

海禅寺様よりご芳志をいただきました。 

清水一典君  おはようございます。飯島様本日

は宜しくお願い致します。 

水野泰雄君  桜と雨降り～心が和みます。飯島

さんよろしくお願いします。 

生川秀樹君  週末の桐生赤城 RC との交流会ご

参加された方お疲れさまでした 

       大変楽しい交流会でした。本日は

飯島住職よろしくお願いします 

合原亮一君  桜が楽しみな気候になってきまし

たが、大雨で農作業は延期続き

です。 

宮原宏一君  雨の中ご苦労様です。 

山崎芳雄君  おはようござます。飯島住職今朝

はよろしくお願いします。 

中澤信敏君  おはようございます。飯島様よろ

しくお願いいたします。 

杉山 裕君  飯島住職様今日はよろしくお願い

します。 

 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 

本 日  20 4 0 80.00％ 

前々回 22 3 1 90.91％ 

北村 久文君 西澤 尚夫君 吉田  穣君 
飯島 伴典君 横沢  正君 青木 丈典君 

出席・会報・ニコ BOX 報告 

例 会 日 誌 

会 ⾧ 挨 拶 

幹 事 報 告 
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ゲストスピーチ 
  チャイルドラインうえだ 様 

 

ニコ BOX 喜投額 4/9:15,000 円（目標:17,000 円／回） 

今年度累計:477,000 円（進捗率:96.7%／29 回） 

海禅寺様にて物故者法要の後、ご法話をいただき

ました。 
         海禅寺住職 飯島 俊勝様  

 
二十四節季の一つ「清明」は旧

暦の三月の節季で、現在の暦

(太陽暦・新暦)では、本年は四

月四日であります。清明とは清

浄明潔の略で、清らかな春先の

事をいいます。 
 さわやかな春風がそよぎ、うららかな陽気のも

とに草木が成長し花々が咲きほころぶ。まるで春

の歓びを謳歌するように日本中が桜の花に包まれ

るのは、この頃であります。 
ここ海禅寺のしだれ桜、参道の桜も久しぶりに「上

田六文銭ロータリー」の例会にあわせて開花しま

した。 
仏教の開祖釈尊は 2590 年前の４月８日、現在

のネパールにあるムンビニーという花園でお生ま

れになりました。我が国でも仏教の伝来と共に、

花々が咲き競う４月８日釈尊のご生誕を祝い法会

を行っております。此の法会を、灌仏会、降誕会、

仏生会などと呼びますが、一般的には「はなまつ

り」と呼ばれています。 
 此の花祭りという優美な名称はいつ頃から使わ

れてきたのでしょうか。明治期に、西欧に仏教行

事を紹介するために用いたとする説が有力な説と

いわれております。近代になって使われた名称で

ありますが、釈尊降誕の地であるルンビニーを擬

して花見堂を飾り、誕生仏に甘茶を掛けてお祝い

する４月８日の花祭りは童心を躍らすゆかしい行

事であります。 
 海禅寺においても隣接する敷地で幼保連携型認

定こども園芙蓉園の運営のお手伝いをさせていた

だいておりますが、４月８日は、新入のこども達

がまだ慣れていないことと、信州の花の季節は、

例年遅いので、１ヶ月遅れの５月８日に園庭に白

象を設置その背中に花見堂をあつらえて行ってお

ります。今年はちなみに旧暦でいいますと４月８

日は、新暦では 5 月 15 日になります。 
 釈尊は、お生まれになるとすぐに七歩き、右手

で天を指し左手で地を指し「天上天下唯我独尊」

と高らかに宣言されました。 

 
仏教では、私たちは迷いの世界である六道の世界

(地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天)に輪廻すると説

きます。釈尊が生まれてすぐに七歩歩まれたのは、

迷いの世界である六道の世界から一歩出ること、

つまり悟りを得ることを表しています。 
 三十五歳で悟りを開かれた釈尊は、その後、半

世紀近くにわたり真理を説き、人々を救い、人々

を導いたといえます。釈尊は人類史上に燦然と輝

く聖者として、唯一無二の一人として、今なお人々

を済度して病むことがありません。 
 天上天下唯我独尊とは「此の世界で自分が最も

尊い」という意味であり、いささか傲慢かと思え

るこの言葉の真意は、やがて紐解かれるその教え

の尊さ、偉大さを示唆するものです。つまり、 
自らが悟りを開く宣言であり、覚者たる仏陀が尊

いと宣言したのであると思います。 
新たなスタートである節目の四月であります。

釈尊に倣い、自信を持って一歩を踏み出すことを

期待いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4 月 23 日例会予定 

早 朝 例 会  


